
回
20

目
の
操

業
を
終

２
月

日

時

分

回

23

05

50

23

目
の
投
縄
は
、
進
路
２
７
０
度

の
方
向
よ
り
投
入
開
始
で
始
ま

り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と

進
路
方
向
に
軍
艦
鳥
（
ミ
ズ
ナ

ギ
鳥
）
が
沢
山
飛
ん
で
い
た
の

２
月

日

回
の
操
業
を
怪

で
、
コ
ー
ス
を
２
３
０
度
に
変

26

24

我
・
事
故
無
く
終
え
、

日
午

針
し
ま
し
た
。
す
る
と
今
度

28

前
９
時
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
乗
船

は
、
魚
群
探
知
機
に
シ
ャ
チ
ら

し
、
９
時

分
に
ホ
ノ
ル
ル
に

し
き
魚
影
が
映
し
出
さ
れ
ま
し

30

着
岸
し
ま
し
た
。
そ
の
後
入
国

た
。
船
長
は
、
迷
わ
ず
に
進
路

審
査
が
あ
り
、
昼
食
を
終
え

を
１
８
０
度
に
変
針
、
更
に
２

13

時

分
よ
り
上
陸
許
可
を
し
ま

５
０
度
に
変
え
て

時
に
投
縄

30

10

し
た
。

日
ぶ
り
に
上
陸
し
た

作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。
「
シ

50

生
徒
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
を

ャ
チ
が
躱
せ
た
か
な
？
」
と
不

を
利
用
し
た
り
、
歩
い
た
り
し

て
異
国
の
文
化
に
触
れ
笑
顔
で

安
な
気
持
ち
で
し
た
が
、
２

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

７
０
度
は
、
シ
ャ
チ
食
わ
れ

２
日
目
の
研
修
は
、
貸
し
切
り

で
し
た
が
、
２
３
０
度
よ
り

バ
ス
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

見
事
に
シ
ャ
チ
を
躱
す
こ
と

こ
の
研
修
の
中
で
、
人
間
が
二

が
で
き
、
こ
の
日
の
漁
獲
は

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

㌧
で
し
た
。

0.5

「
２
つ
過
ち
！
」
を
改
め
て

シ
ャ
チ
の
悔
し
さ
が
目
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

え
ひ
め
丸
の
事
故
と
第
二

次
世
界
大
戦
で
し
た
。
降
伏

調
印
式
が
行
わ
れ
た
戦
艦
ミ

ズ
リ
ー
記
念
館
に
お
い
て
、

歳
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る

19神
風
特
攻
機
に
よ
る
破
損
痕

の
説
明
を
聞
き
、
胸
が
熱
く

な
り
悲
し
さ
が
込
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。
人
間
が
絶
対
に

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
「
２

つ
過
ち
！
」
・
・
・
・

千
秋
楽
操
業
を
終
え
ホ
ノ
ル
ル
ま
で

は
、
船
体
洗
い
を
行
い
操
業
で
の
汚

れ
を
落
と
し
て
入
港
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
は
三
崎
港
の

間
に
は
、
さ
び
た
部
分
の
錆
を
落
と

し
ペ
ン
キ
を
塗
る
作
業
を
行
い
ま

す
。
午
前
中
は
専
攻
科
生
が
錆
落
と

し
作
業
、
午
後
は
本
科
生
が
ペ
ン
塗

り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

神
海
魚
通
信

神
海
魚
通
信

専攻科

シ
ャ
チ
躱
し
！

ホノルル停泊

時 程
・６：30 起 床

点 呼

体 操

・７：00 朝 食

・８：00 掃 除

・８： 30 自由研修
・21：00 点 呼

・22：00 消 灯

船
体
整
備
作
業

～
漁
場
→
ホ
ノ
ル
ル
→
三
崎
港
～

寄
港
地
研
修

人
間
の
過
ち
！

パイロット

この木何の木

キングカメハメハ大王

えひめ丸慰霊碑

戦艦：ミズリー

＊軍艦鳥
（ ミズナギ鳥）

この鳥が沢山
飛んでいると、水
面に小魚いるので、
海面下には、シャ
チがいると言われ
ています。

投縄航跡

魚群探知機

№６

船体洗い

専攻科生の中で操
業中に唯一１人だ
け、食当に遅刻し
た者がいます。司
厨部よりの報告が
あり、厳しく指導
しました。
誰でしょう？
本人の許可は、

とっています。

操業中の食当遅刻者


